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Smelting & Refining Business

　2016年度における事業環境は、米国をはじめとする保護
主義・排外主義の台頭など、懸念される変化が見られたも
のの、非鉄金属の価格は総じて堅調に推移しました。ト
ピックス的な動きとしては、2017年1月、ニッケルなどの未
加工鉱石の輸出を規制していたインドネシアにおいてその
規制が緩和されたことがあげられます。今後、非鉄金属の
価格は、中長期的には需給改善に伴って上昇すると見込ま
れます。また、エコカー向け・二次電池の市場拡大に伴い、
当社が手がける高純度ニッケル材料の需要は今後さらに高
まると期待されています。
　なお、製錬事業では、15中計の重点施策として、タガ
ニートHPALの拡張、HPAL周辺技術での成長戦略の展開、
銅製錬事業の競争力強化を推進しています。

　銅の生産量および販売量は前期を上回りました。ニッケ
ルについては、コーラルベイニッケルとタガニートHPALに
おける中間原料の減産により下回りました。また、コーラル
ベイニッケル社およびタガニートHPAL社は、連結決算の
対象期間を親会社に合わせるため前期は15カ月での決算と
なっており、その結果、生産量および販売量は前期比で下
回っています。
　主な取り組みとしては、東予工場において銅製錬で過去
最高となる年間45万トンの生産量を達成しました。また、
競争力強化の一環として、金属スクラップなど二次原料か
らの銅やニッケルの回収にも着手しています。播磨事業所

では事業転換を進め、硫酸ニッケル４万５千トン体制を構
築しました。HPALの競争力強化をめざし、新たにスカンジ
ウム生産体制の構築にも着手しています。これらの取り組
みの結果、製錬セグメントの売上高は5,651億円（2015年度比

12％減）、利益は333億円（同32％増）となりました。

　2016年度に実施した施策を継続して推進します。東予工
場では45万トンのフル生産を維持するとともに更なる生産性
の向上やコストダウンを進めることで競争力を強化します。
播磨事業所では、さらに4万9千トン体制をめざした投資を行
ない、電池材料への供給力を強化します。日向製錬所におい
ては、フェロニッケルの最適生産体制を維持・整備します。
　コーラルベイニッケルおよびタガニートHPALでは、
2017年下期より合わせて6万トンの生産体制をめざします。
また、インドネシアのポマラで進めているHPALプラントの
事業化検討も推進します。
　スカンジウムについては2018年度に商業生産の開始を計
画しており、HPALの高付加価値化をめざして同様にクロマ
イトの事業化の検討も進めていきます。当社では、資源・
製錬・材料の3事業を相乗させたビジネスを推進しており、
今後は材料事業と連携して非鉄金属の供給・販売の強化な
どを図っていきます。
　2017年度のセグメント業績は、銅精鉱の原料条件の悪
化、電気銅などの在庫評価影響などにより、売上高5880
億円（2016年度比4％増）、利益260億円（同22％減）を見込んでい
ます。
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資源部門や海外鉱山会社などから調達した原料を
銅・ニッケル・金などの金属に製錬して販売しています。
当社は、従来技術的に難しいとされていた低品位ニッケル酸化鉱からの
ニッケル回収の商業化を世界に先駆けて成功するなど
世界トップクラスの製錬技術を有しています。その技術力に磨きをかけ
3事業連携による販売力の強化などにも取り組んでいきます。
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銅の生産量および販売量は前年度を上回りま
したが、ニッケルならびに金の生産量および
販売量は前年度を下回りました。CBNCおよ
びタガニートHPALは、前会計年度で12月末
から3月末決算へ変更し15カ月であったこと
から、生産量および販売量は減少しました。
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ニッケル販売量の減少に加え、ニッケル価格
の下落などによる影響はありましたが、
CBNCおよびタガニートHPALにおけるコス
ト削減などにより前年度を上回りました。

播磨事業所において、硫酸ニッケル生産設備
増強等を実施しました。海外ではタガニート
HPALニッケル社等で設備投資を実施しまし
た。

燃料電池用途として
スカンジウムの本格的量産に着手 の応用が期待されています。これまで世界的に生産量が年産

10～ 15トン（酸化スカンジウム換算）と少ないため需要が限定
されていましたが、当社の本格的な商業生産によって長期的
かつ安定的な供給が可能になります。当社は、すでに燃料電
池向け用途として米国の大手企業と長期販売契約を締結して
おり、今後、燃料電池を基軸に新規用途を拡大し、顧客とと
もに市場を創り上げていきます。
　また、スカンジウムをはじめ資源の効率的な回収を進める
ことでHPAL技術の付加価値を高め、ニッケル事業における
競争優位性をさらに向上していきます。

　当社は、西側諸国では初めてとなるスカンジウムの本格的
な商業生産計画を進めています。このスカンジウムは、当社
が世界に先駆けて商業化に成功したHPAL技術の副産物とし
て生まれるもので、それらを回収して中間品を製造するプラ
ントをタガニートHPALに建設。さらに中間品を最終製品で
ある酸化スカンジウムに加工する工程を播磨事業所に設置し
ます。
　スカンジウムは希土類元素の一つであり、燃料電池などで
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事業環境および15中計の重点施策

2016年度の取り組み

2017年度の重点施策と今後の見通し
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製錬所名称 生産品

東予工場 電気銅
硫酸銅
スラグサンド
金インゴット/ショット金
ショット銀

ニッケル工場 電気ニッケル
電気コバルト
硫酸ニッケル
塩化ニッケル

播磨事業所 硫酸ニッケル
日向製錬所 フェロニッケル・ショット

グリーンサンド
四阪製錬所 粗酸化亜鉛焼鉱

含鉄ペレット
CBNC MS（ニッケル・コバルト混合硫化物）
THPAL MS（ニッケル・コバルト混合硫化物）
金隆銅業有限公司 電気銅

［ニッケルのサプライチェーン］
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低品位
ニッケル酸化鉱石
（ニッケル品位：約１％）

硫酸
ニッケル 電池材料・ニッケル粉

硫酸ニッケル

電気ニッケル
（ニッケル品位：99.99％）

フェロニッケル
（ニッケル品位：約15～20％）
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低品位
ニッケル酸化鉱石
（ニッケル品位：約１％）

電池材料

硫酸
ニッケル

塩化
ニッケル

プリカーサー

ニューカレドニア、
フィリピン
ニッケル鉱山

MS
（ニッケル品位：約55～60％）

㈱
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向
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製錬事業の強みと成長性を支える活動

製 錬 事 業

［ SMMグループの製錬所と主な生産品製品］

電気銅 硫酸銅 金インゴット

ショット金 ショット銀

フェロニッケル・ショット

スラグサンド

電気ニッケル

硫酸ニッケル 塩化ニッケル

電気コバルト

グリーンサンド

含鉄ペレット 粗酸化亜鉛焼鉱 MS

コスト競争力の高い製錬所
　当社の主力製錬所である東予工場では、40
年以上の操業を通じた生産効率の改善施策に
より、またニッケル製錬ではHPAL技術とニッ
ケル工場のMCLE（マット塩素浸出電解採取）プロ
セスの組み合わせによって、世界でもトップ
クラスのコスト競争力を有しています。

HPAL技術を用いた
低品位ニッケル鉱石の活用

　世界の同業他社に先駆けて、HPAL技術を
用いた低品位のニッケル酸化鉱からのニッケ
ル中間物の商業生産に成功しました。低品位
ニッケル酸化鉱の資源化は、限りあるニッケ
ル資源の有効利用とコスト競争力のあるニッ
ケル原料の安定供給を可能にします。

　タガニートHPAL社の商業生産は年産3万トンで開始し
ましたが、プロジェクト計画当初より最終的な生産能力値
を年産3万6千トンとして設定。主要な設備はその目標値
に合わせて設計・建設しており、少額の投資を行ないなが
ら増強を図る予定でした。しかし自動車メーカーの電気自
動車生産計画の急拡大を受け、当社材料事業本部が生産し
ている車載用二次電池の正極材の需要予想も急増し、原料
となるニッケル、コバルトの調達が急遽必要となり、増産
計画を前倒ししてその確保を図ることになりました。増産
投資は計画どおり進捗し、年産3万6千トン体制の確立は
2017年の下半期からとなる予定です。また増産されたMS
を電池材料の原料として加工する硫酸ニッケルのプラント
は、2016年下期に播磨事業所で増強を完了しています。
　現時点で車載用途に使用される二次電池にはニッケル、
コバルトは必須の素材です。当社はこれを自社で調達する
ことが可能であり、かつHPAL技術を中心とした製造プロ
セスは高品質かつ低コストで安定的に製品を生産できるこ
とが証明されています。需給・価格変動の大きいニッケル、

　タガニートHPAL社はコーラルベイニッケル社での
HPAL（High Pressure Acid Leach：高圧硫酸浸出）商業生産の
成功を受けて開始した新たなプロジェクトであり、2010
年に建設を開始、2014年から商業生産を行なっています。
共同出資者のNAC社が保有する隣接のタガニート鉱山か
ら鉱石の供給を受け、MS（Mixed Sulfide）と呼ばれるニッ
ケルとコバルトの混合硫化物を生産しています。さらにこ
のMSを原料として日本のニッケル工場と播磨事業所で製
錬を行ない、電気ニッケルや電気コバルト、硫酸ニッケル
などの製品を製造しています。このHPALプロセスは、こ
れまで製錬の対象となっていなかった低品位のニッケル酸
化鉱からニッケル、コバルトといったメタルを回収可能と
したプロセスであり、貴重な資源の確保と有効活用に大き
く寄与しています。

HPAL技術によって
低品位ニッケル鉱石から資源を確保

ニッケル、コバルトを自社で調達し、
電池材料として安定供給

車載用二次電池正極材の
需要急拡大をうけて
タガニートHPAL年産3万6千トン体制へ

コバルトを加工して、製品を安定的にユーザーへ提供でき
ることは、電池材料メーカーとして他社にはない当社の強
みであると認識しています。

　ステークホルダーと対話を行ないながら、
地域社会のニーズや関心に耳を傾け、責任あ
る環境管理および地域社会と調和した製錬所
の運営により製品の安定供給に努めています。

地域社会との共存 関連情報▶▶P97強み ３

強み ２

強み １
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